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学習評価を新しい3観点に 

一学期も残りわずか。新型コロナウイルスによる休校等で、教育課程を見直したり、行事等を縮小したりするなど、今年度一年間で

学び残しが無いよう工夫しています。各学級では、一学期を振り返り、生活や学習のまとめを行っています。８月３日～６日には、保護

者面談があります。保護者の皆様と直接顔を合わせてお話しする貴重な時間となります。充実した情報交換の場となりますようご協力

よろしくお願いします。さて、国が定める教育課程の基準である学習指導要領が今年度改訂され、新しい学習指導要領に基づいて教育

が行われています。それに伴って、本校では、子どもたちの学習状況を見取る評価の観点を見直しました。新指導要領を踏まえ、次の

3つで作成し、評価しています。 

①「知識・技能」の習得状況 

 ○ ペーパーテストに加え、文章による説明・観察実験・式やグラフ等で表現する場面を設け、習得状況を評価する。 

②「思考・判断・表現」 

 ○ ペーパーテストのみならず、新聞作り、発表、グループや学級における話合い等の様子等を評価する。 

③「主体的に学習に取り組む態度」 

 ○ ノート等の記述、授業中の発言、教師による行動観察や、児童による自己評価等を評価する。 

「よいこのあゆみ」は、これまでは一部の教科において単元で評価していましたが、今年度はこの評価の観点で作成しています。（体 

育は教科の特性から単元で評価しています。） 保護者面談でも説明がありますのでご確認ください。 


